
広和クラブ広和クラブ

～市長に対する総括質疑～

中
村
　
正
義
　
議
員

問
　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
。

市
長　

教
育
研
究
所
と
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を

移
設
後
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
や
家
庭
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
子
ど
も
食
堂
な
ど
と
連
携
し
、
不
登

校
の
児
童
生
徒
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
と
家
庭

を
支
援
す
る
拠
点
と
す
る
。
民
間
教
育
支
援
団

体
の
力
を
借
り
た
放
課
後
学
習
支
援
や
保
育
、

保
護
者
の
悩
み
相
談
に
も
対
応
し
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、
福
祉
、
医
療
な
ど
の
専
門
機
関
に
つ
な

げ
る
流
れ
が
構
築
で
き
れ
ば
多
様
な
支
援
に
つ

な
が
っ
て
い
く
。

問
　
歩
道
環
境
整
備
事
業
の
具
体
的
な
取
り
組

み
は
。

市
長　

令
和
７
年
度
に
７
つ
の
小
学
校
の
幹
線

道
路
や
交
通
量
の
多
い
通
学
路
を
、
令
和
８
年

度
か
ら
そ
の
他
の
通
学
路
１
２
０
キ
ロ
を
２
カ

年
で
集
中
的
に
整
備
す
る
。
令
和
９
年
～
11
年

度
は
、
保
育
施
設

や
あ
ず
ま
小
中
学

校
、笠
懸・大
間
々

地
区
の
中
学
校
、

高
校
、
渡
良
瀬
特

別
支
援
学
校
や
社

会
教
育
施
設
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
周

辺
、
文
化
財
施
設

や
観
光
施
設
の
周

辺
を
整
備
す
る
。

古
田
島
　
和
茂
　
議
員

問　

重
点
施
策
「
稼
げ
る
」
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
の
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
よ
る
ジ
ビ
エ
の
有
効

活
用
は
。

市
長　

捕
獲
数
の
８
割
以
上
が
有
効
活
用
さ
れ

て
い
な
い
。
鮮
度
を
保
つ
意
味
で
も
市
内
に
処

理
施
設
が
必
要
で
あ
り
、
令
和
７
年
度
に
整
備

計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

各
施
設
で
の
取
り
組
み
の
中
、
交
流
・
移

住
の
促
進
と
し
て
移
住
加
算
金
の
支
給
と
あ
る

が
。

市
長
　
市
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
子
育
て
世

代
を
対
象
に
東
京
圏
な
ど
か
ら
の
移
住
に
対

し
、
大
間
々
北
部
で
は
５０
万
円
、
東
町
に
対
し

て
は
１
０
０
万
円
を
加
算
し
、
一
世
帯
最
大

５
３
０
万
円
を
支
給
す
る
。

問　

東
町
花
桃
活
性
化
事
業
の
着
手
に
つ
い
て

は
。

市
長　

東
町
花
輪
地
区
で
国
交
省
が
実
施
し
て

い
る
渡
良
瀬
川
護
岸
整

備
事
業
を
活
用
し
、
駐

車
場
及
び
公
園
・
広
場

の
整
備
を
行
い
、
四
季

を
通
し
て
交
流
人
口
を

増
加
さ
せ
た
い
。
相
乗

効
果
と
し
て
、
花
桃
街

道
と
花
輪
宿
を
一
つ
の

観
光
エ
リ
ア
と
し
て
常

設
ト
イ
レ
を
整
備
す
る

な
ど
、
お
客
様
が
楽
し

め
る
も
の
と
し
た
い
。

深
澤
　
輝
彦
　
議
員

問
　
不
妊
治
療
助
成
に
年
齢
制
限
は
あ
る
の
か
。

市
長　
年
齢
制
限
は
な
い
。

問
　
第
２
子
以
降
に
も
助
成
は
適
用
さ
れ
る
の

か
。

市
長
　
適
用
す
る
。

問　

助
成
要
件
の
「
医
療
保
険
加
入
」
と
い
う

の
は
、
何
を
指
す
の
か
。

市
長　
公
的
な
医
療
保
険
制
度
の
こ
と
で
あ
る
。

保
険
診
療
の
一
部
負
担
金
に
対
し
、
適
切
に
助

成
を
行
う
。

問　
助
成
上
限
の
2０
万
円
は
少
な
く
な
い
か
。

市
長　
令
和
７
年
度
か
ら
2０
万
円
を
上
限
と
し
、

こ
れ
ま
で
の
自
己
負
担
額
２
分
の
１
か
ら
全
額

助
成
と
し
た
。
令
和
５
年
度
の
実
績
で
は
、
不

妊
治
療
の
申
請
額
は
2０
万
円
以
下
が
多
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

　

保
険
適
用
外
治
療
を
行
う
場
合
や
43
歳
以
上

で
不
妊
治
療
を

開
始
し
た
場
合

な
ど
高
額
と
な

る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
。
不

妊
治
療
助
成
は

少
子
化
対
策
の

為
、
医
療
費
の

一
部
を
助
成

す
る
も
の
で
あ

る
。
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市民クラブ市民クラブ
総括質疑総括質疑　ここが聞きたい！

上
岡
　
克
己
　
議
員

阿
左
美
　
守
　
議
員

問　

一
般
社
団
法
人
み
ど
り
市
観

光
協
会
や
株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
な

ど
と
の
民
間
活
力
と
連
携
す
る
と

あ
る
が
、
取
組
み
内
容
に
つ
い
て

は
。

市
長　

令
和
７
年
２
月
よ
り
民
間

の
旅
行
業
者
出
身
の
方
が
み
ど
り

市
観
光
協
会
の
事
務
局
長
に
就
任

し
た
た
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

市
の
魅
力
発
信
や
、
県
内
外
に
お

け
る
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
の

実
施
な
ど
、
地
域
の
観
光
資
源
を

活
か
し
た
旅
行
商
品
の
企
画
、
販

売
な
ど
に
民
間
の
視
点
を
取
り
入

れ
る
。

　

株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
に
つ
い
て

は
、
包
括
連
携
協
定
を
機
に
ジ
ャ

パ
ン
エ
コ
ト
ラ
ッ
ク
の
取
組
み
を

初
め
、
群
馬
県
内
で
は
初
と
な
る

み
ど
り
市
版
の
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
が

完
成
し
た
。
今
後
は
、
モ
ン
ベ
ル

社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
に

加
え
、
全
国
展
開
を
し
て
い
る
直

営
店
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

た
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い
く
。

問　

相
澤
氏
を
題
材
と
し
た
映
画

の
制
作
と
あ
る
が
、
内
容
に
つ
い

て
は
。

市
長　

令
和
８
年
中
に
完
成
と
お

披
露
目
を
す
べ
く
、
令
和
７
年
度

に
は
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
企

画
開
発
者
の
決
定
を
し
、
映
画
の

制
作
や
、
編
集
作
業
な
ど
を
実
施

し
て
い
く
予
定
。
孤
独
な
少
年
時

代
を
過
ご
し
た
相
澤
氏
が
、
い
か

に
し
て
岩
宿
遺
跡
発
見
と
い
う
偉

業
を
成
し
遂
げ
た
の
か
、
そ
の
ひ

た
む
き
さ
に
焦
点
を
当
て
た
人
間

ド
ラ
マ
と
し
て
映
画
を
作
成
し
、

み
ど
り
市
を
メ
イ
ン
の
ロ
ケ
地
と

し
て
撮
影
す
る
こ
と
で
、ス
ク
リ
ー

ン
を
通
じ
て
、
全
国
は
も
と
よ
り
、

世
界
中
に
み
ど
り
市
の
魅
力
を
広

く
伝
え
て
い
く
機
会
と
し
た
い
。

問　

県
内
に
12
市
で
初
め
て
と
な

る
「
保
育
料
と
給
食
費
の
完
全
無

償
化
」
の
内
容
は
。

市
長　

無
償
化
は
、
子
ど
も
の
人

数
や
保
護
者
の
所
得
に
関
係
な
く

み
ど
り
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

市
内
、
市
外
の
認
定
こ
ど
も
園
、

幼
稚
園
、
認
定
外
保
育
所
な
ど
に

通
う
児
童
を
対
象
に
す
る
。

問　
み
ど
り
市
「
夢
未
来
奨
学
金
」

が
給
付
と
な
る
こ
と
か
ら
、
み
ど

り
市
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
な
い
若
者
が

出
て
く
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

将
来
的
な
み
ど
り
市
へ
の
メ
リ
ッ

ト
は
。

市
長　

学
生
が
目
指
す
さ
ま
ざ
ま

な
夢
の
実
現
に
向
け
て
支
援
を
し

て
い
く
こ
と
で
、
給
付
を
受
け
た

学
生
が
Ｕ
タ
ー
ン
せ
ず
と
も
、
本

市
へ
の
メ
リ
ッ
ト
は
将
来
的
に
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

問　

旧
笠
懸
幼
稚
園
に
教
育
研
究

所
と
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能

を
移
設
し
、
不
登
校
の
児
童
生
徒

に
対
す
る
支
援
の
拠
点
と
し
て
位

置
づ
け
る
と
し
て
い
る
が
、
な
ご

み
教
室
は
大
間
々
教
室
、
笠
懸
教

室
が
一
つ
に
な
る
の
か
。

市
長　
両
教
室
と
も
手
狭
で
あ
り
、

旧
笠
懸
幼
稚
園
を
活
用
す
る
こ
と

で
子
ど
も
達
が
の
び
の
び
と
活
動

に
取
り
組
め
る
。
な
ご
み
教
室
が

一
カ
所
に
統
合
さ
れ
て
し
ま
う
と

大
間
々
地
区
の
子
ど
も
た
ち
が
通

い
づ
ら
く
な
る
の
で
そ
の
ま
ま
存

続
さ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
児
童
生
徒

に
対
応
し
て
い
く
。

問　

市
民
体
育
館
に
ア
リ
ー
ナ
の

建
築
に
つ
い
て
は
。

市
長　

開
館
は
年
１
９
０
日
、

６
２
７
件
の
利
用
と
な
っ
て
お
り
、

１
０
０
％
の
利
用
率
で
あ
る
。
既

存
の
ア
リ
ー
ナ
を
３
分
の
１
程
度

増
築
し
、
球
技
の
他
様
々
な
競
技

に
対
応
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て

い
く
。
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新政クラブ新政クラブ
令和７年度　施政方針に対する施政方針に対する

髙
草
木
　
弘
子
　
議
員

松
井
　
　
篤
　
議
員

問　

不
登
校
対
策
支
援
員
の
増
員

配
置
に
つ
い
て
今
後
の
取
組
み
は
。

市
長　

令
和
６
年
度
は
笠
懸
地
区

４
校
に
不
登
校
対
策
支
援
員
を
配

置
。
そ
の
成
果
を
受
け
、
令
和
７

年
度
は
大
間
々
地
区
へ
拡
大
す
る
。

市
内
全
て
の
学
校
に
教
室
以
外
の

居
場
所
が
で
き
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
手
厚
い
支
援
を
行
う
。

問　

み
ど
り
市
電
子
通
貨
み
ど
モ

ス
Ｐ
ａ
ｙ
や
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
う

ま
く
使
い
こ
な
せ
な
い
方
へ
の
支

援
は
十
分
な
の
か
。

市
長　

講
座
の
内
容
を
変
え
る
な

ど
利
用
者
に
寄
り
添
っ
た
形
で
、

引
き
続
き
使
い
方
講
座
を
開
催
し

て
い
く
。
み
ど
モ
ス
Ｐ
ａ
ｙ
に
つ

い
て
も
市
民
が
集
ま
る
場
に
直
接

職
員
が
出
向
き
支
援
を
行
う
な
ど

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
丁
寧
に
対

応
し
て
い
く
。

問　
大
間
々
町
に
も
歴
史
が
あ
り
、

素
晴
ら
し
い
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
に
ぎ
わ
い
空
間
の
創
出
や
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
の
取

組
み
、
ま
た
な
が
め
余
興
場
を
最

大
限
に
活
か
す
こ
と
で
ど
の
よ
う

に
大
間
々
町
の
魅
力
発
信
や
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
。

市
長　

今
あ
る
資
源
を
活
用
し
、

新
た
な
事
業
を
生
み
出
す
こ
と
で

町
全
体
の
エ
リ
ア
価
値
を
高
め
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
。
高
津
戸

峡
、
小
平
の
里
な
ど
周
辺
地
域
へ

の
周
遊
を
促
す
取
組
み
や
魅
力
発

信
を
検
討
し
て
い
く
。
一
過
性
の

取
組
み
で
は
な
く
、
持
続
可
能
な

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

問　

誰
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
に
は
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
の
方
々
が
幸
せ
な
生
活

が
送
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
福

祉
施
策
が
不
可
欠
だ
と
考
え
る
が
。

市
長　

高
齢
者
、
障
が
い
者
施
策

を
お
ろ
そ
か
に
せ
ず
、
し
っ
か
り

と
現
場
を
見
据
え
な
が
ら
利
便
性

が
良
く
な
る
施
策
を
さ
ら
に
充
実

強
化
を
図
る
。

問　

組
織
改
編
に
よ
り
局
・
課
・

係
が
増
え
る
が
、
細
分
化
に
よ
り

職
員
不
足
や
業
務
推
進
に
支
障
は

な
い
か
。　

市
長　

こ
ど
も
未
来
基
金
を
活
用

し
た
将
来
を
担
う
子
ど
も
施
策
の

推
進
役
と
な
る
「
こ
ど
も
未
来
戦

略
局
」
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
お
よ
び
５

つ
の
ゼ
ロ
宣
言
の
達
成
に
向
け
た

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
課
」
の
新
設
は
、

市
民
ニ
ー
ズ
や
社
会
情
勢
の
変
化

に
対
応
し
た
市
の
重
要
政
策
で
あ

り
、
着
実
に
進
め
て
い
く
た
め
の

必
要
な
組
織
改
編
で
あ
る
。

　

職
員
配
置
に
つ
い
て
は
、
令
和

７
年
１
月
に
職
員
採
用
の
追
加
募

集
を
行
な
う
な
ど
条
例
で
定
め
た

職
員
数
の
確
保
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
前
年
比
17
名
増
の
４
２
７

名
に
な
る
の
で
、
必
要
な
人
員
配

置
を
行
う
。

問　

庁
舎
機
能
の
さ
ら
な
る
分
散

が
行
わ
れ
る
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

や
行
政
運
営
に
支
障
は
な
い
か
。

ま
た
、
今
回
の
分
散
は
暫
定
的
な

措
置
な
の
か
。
新
庁
舎
建
設
に
向

け
た
具
体
的
な
取
組
み
の
考
え
は
。

市
長　

今
回
の
庁
舎
再
編
の
一
番

の
目
的
は
、
福
祉
部
門
を
大
間
々

庁
舎
へ
集
約
し
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

化
に
よ
り
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
庁
舎
が
分

散
し
て
も
、
市
民
が
庁
舎
間
を
移

動
す
る
こ
と
が
無
い
よ
う
「
市
民

サ
ー
ビ
ス
係
」
や
デ
ジ
タ
ル
を
活

用
し
た
「
リ
モ
ー
ト
相
談
窓
口
」

を
設
置
し
、
ど
の
庁
舎
で
も
同
様

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

　

今
回
の
庁
舎
機
能
の
再
編
に
伴

い
、
産
業
観
光
部
と
都
市
建
設
部

が
庁
舎
と
し
て
活
用
す
る
農
林
業

セ
ン
タ
ー
の
目
標
使
用
年
数
が
あ

と
1０
年
で
あ
り
、
新
庁
舎
建
設
を

視
野
に
入
れ
た
暫
定
的
な
措
置
で

あ
る
。
笠
懸
庁
舎
の
建
て
替
え
や

既
存
施
設
の
有
効
活
用
、
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
状
況
な
ど
も
踏
ま

え
、
分
庁
方
式
あ
る
い
は
総
合
庁

舎
方
式
に
す
る
の
か
庁
舎
の
在
り

方
を
精
査
し
、
市
民
の
声
も
聞
き

な
が
ら
総
合
的
に
検
討
し
た
い
。

みどり市　議会だより [2025年5月2日　75号]　9


